
【提言要約】   “和魂和才”による文化経済大国への道 ～新日本流で未来を拓く～ 
関西経済同友会 
調 査 企 画 部 会 

提言１：日本は文化経済大国を目指そう P17 

提言２：文化経済大国の実現に向けた“和魂和才”のすゝめ P21 

提言3：日本文化の発信力・浸透力を強化しよう P27 

提言4：関西が、文化経済大国実現のためにできること P29 

日本文化の源泉である“和魂和才”を再びしっかりと身につけることにより、新たな経済発展を遂げるための礎とする。 
（１）「和魂」を身につけるために教育環境を整備しよう  
  ・幼年期から日本人の行動や儀式を体験させ「和魂」を学ぼう      ：幼稚園や保育園から積極的に参加 
  ・小学校においては日本語(漢字、ひらがな、カタカナ)を徹底的に教えよう：「言葉の意味」を追求した国語カリキュラムを 
  ・中学校において日本の建国の歴史をきちんと教えよう         ：古事記や日本書紀を取り入れる 
  ・寺子屋式教育により日本人の昔の人々の知恵である言い伝えを教えよう ：地域の高齢者を語り部とする 
  ・小中学校において武士道などの教えを体験させよう          ：義務教育は小中学校一貫教育に 
 

（２）「和魂」を身につけるために家族・地域との絆を強化しよう 
  ・家族の絆を強化するために日々の生活を変えよう      ：官民が協力した親の教育の場や宿題の親子共同作業など 
  ・地域との絆を強化するために地域貢献活動に参加しよう   ：夜9時までの公民館開放や地域密着型のSNS活用など 
 

（３）「和才」を身につけるために日本人は実地体験を重ねよう 
  ・幼少期に日本古来の遊びを通じて「和才」の基礎力を育もう ：知育・徳育・体育＋“手育”の教育プログラム充実 
  ・小学校の図画工作、中学校の技術家庭、理科の実験の授業時数を増やすべき 
  ・日本の伝統工芸を体験する実習カリキュラムの導入     ：小中学校で伝統工芸実習を1週間以上実施など 

（１）KANSAIから文化を世界に浸透させていこう 
   ・アウトバウンド型の日本文化浸透戦略に取り組み、諸外国からグローバルで普遍的な価値観を獲得していくべき 
  ・関西国際空港を日本文化のゲートウェイにしよう ：伝統芸能や生活様式を疑似体験できる環境 
  ・ソーシャルメディアによって日本文化を疑似体験してもらおう ：動画とセットで臨場感溢れる情報発信 
  ・KANSAI・日本文化サミットを開催しよう ：日本語だけでサミットを開催、関西広域連合や文化振興組織と連携 
    ・関西に和使会（わのつかいのかい）を作ろう  
 

（２）関西を文化経済の拠点にしよう 
   ・関西広域連合の産業・文化振興に関するコーディネート機能を強化し、民主体の文化振興組織との連携を図るべき 
  ・文化経済政策を担う経済産業省や文部科学省、文化庁などの国の機能を関西に移設することを検討すべき  
  ・関西生まれの企業は文化経済活動の志と技と知見を集中化するため人材育成や研究開発拠点などを関西に配置すべき 
  ・日本の歴史・伝統の象徴もいうべき皇室に京都にお戻りいただき、関西を「心都」として国内外に強く発信していくべき 
 

（３）関西から生活様式を融合させたサービスインフラの輸出を行おう 
  ・インフラというモノだけを海外に輸出するという発想を改め、生活様式などの文化とインフラをセットで輸出する 
    戦略的な取り組みを関西が牽引していくべき（水インフラ、環境都市インフラ、交通インフラ、など） 

日本文化を海外の国々に浸透させ新たな市場形成を図るためには日本文化の素晴らしさを各国で体現する伝道師が必要。 
（１）和使(わのつかい)を輩出しよう 
  ・現地（海外）で徹底的に日本文化を発信し、生活様式などの無形文化を体現することで日本文化を浸透させるべき 
   ・海外の国々から、日本の文化を学ぶために日本を訪れ、自国に持ち帰り浸透させる人材を輩出すべき  
   ・日本文化をしっかりと理解し、実践できる人材（和使）の輩出を国家戦略の重要政策の一つと位置付け支援・育成すべき 
 

（２）国家戦略の一環として文化特命大使を配置しよう   
   ・文化特命大使（勅使）を海外に派遣し、国の使命を背負って日本文化の伝播活動を実施すべき  
   ・経済産業省と文部科学省（文化庁）の合同タスクを設置し、日本の文化の良さを国家戦略として能動的に発信し、 
    諸外国における浸透あるいは国際的な流行を創造していくべき 

 日本は先行き不透明な閉塞感漂う経済状況の中、少子高齢化の急進、それにより生じる生産年齢人口の減少や社会保障費の 
増大、さらには欧米経済の低迷がもたらす超円高、産業空洞化など様々な解決すべき中長期的課題を有す。 
 ・財政の悪化：2012年度当初予算国債依存度：49％（過去最悪）、国の借金は1000兆円超 （世界最悪） 

 ・国際的地位の低下：2010年に世界第2位の経済大国の座から転落・2011年に貿易収支が31年ぶりに赤字転落                         
          ：1989年から1993年の5年間1位であったIMD国際競争力ランキング は、2011年に26位にまで低下など 
 ・製造業の海外生産比率の上昇など産業空洞化の進行や、製品・サービスのコモディティ化（液晶テレビ：1インチ1,000円 
  前後）による価格競争力の低下をはじめ既存市場の成熟化や日本人のフロンティア精神の低下など  

 日本再興の鍵は、持続的な経済成長の実現であり、これからの10年間が日本にとって非常に重要な時期。 

 ・2020年度までにプライマリーバランスを黒字化（2010年6月 財政運営戦略における目標 ） 

 ・東日本大震災からの復興（阪神・淡路大震災では、域内総生産が震災前の水準に戻るまでに約10年の期間を要す） 
 ・2020年までに温室効果ガスを1990年比で25％削減（2009年 国連総会での公約） 
 ・2020年時点で生産年齢人口は約790万人減少し、老年人口は約636万人増加するなど少子高齢化が急進 
 ・2020年度までに年平均名目GDP3％、実質GDP2％を上回る経済成長を実現 （2010年6月 新成長戦略における目標 ） 

 震災後の日本人の精神性や行動に対し、世界各国のメディアから称賛と驚嘆の声。（日本の強みを再発見・再認識） 
 

 4-1.日本人の精神性と行動：災害の中でも「冷静」、誰のせいにもせずに「忍耐」強く我慢、自分を差し置き他人を思いやる 
             「譲り合い」「自己犠牲」の精神、心を一つにして助け合う「互助」「協調」の精神を発揮 
 4-2.世界のサプライチェーンの要：東北には世界で高いシェアを占める高度なオンリーワン技術を持った企業が多数存在 
                （東北7県における世界No.1シェア企業数：20社、日本No.1シェア企業数：120社、など） 
 4-3.日本の回復力（基礎体力）：高速道路は約2週間、仙台空港は約1ヶ月、東北新幹線は49日という短期間で復旧 

 東日本大震災の発災に関わらず、すでに日本は、その精神性と行動、イメージ、ものづくりなどで世界から高い評価。 
 

 ・シンガポール親切運動の意識調査：他人に対して最も「親切」な国として日本を挙げた人の割合は約7割（世界トップ） 
 ・米国タイム誌アンケート：国際イメージランキングで日本が4年連続1位を獲得 
 ・ミシュランガイド：東京・横浜、京都・大阪・神戸などこれだけ多くの複数の都市が対象になっているのは日本だけ 
 ・エクスペディア・ベスト・ツーリスト調査：3年連続で日本人観光客が世界最良の観光客として選出 
 ・ロサンゼルス・タイムズの調査：米国において最も信頼がある車トップ10を日本が全てを占め、高い評価を獲得 

■“和魂和才”が生み出してきたもの 
 ・日本独自の高品質・高機能・高デザインの製品やサービス 
  ・心豊かな社会生活をもたらす様々な日本文化 

 
 これまでの「大量生産・大量消費」を中心とした経済成長モデルを否定するのではなく、日本流の新たな視点を取り入れた 
道を目指す。 つまり日本の強みである“和魂和才”により生み出された日本文化やものづくり力を活かして、物質的な豊か
さのみならず、『心の豊かさ』を生み出す経済成長モデルを目指す“新日本流”の道であるということ。 
 グローバリズムの中の「日本」という価値を高め、経済成長に繋げるための戦略として、有形文化を経済的価値に結びつけ
ることや、無形文化（生活様式など）を現代に適合させることで普遍的なものとしていくことなどが有効である。 

6-1.日本が再び輝きを取り戻すための、新たな道を考える強みとすべきものは、震災などにより明らかになった世界に 
  誇れる日本人の心(和魂)と技(和才)＝ “和魂和才”である 

 物質的な豊かさから『心の豊かさ』を求める今日、日本文化を提供して
いくことは世界における新たな市場創造へと繋がる。 
 今、世界に目を転ずれば、特にアジアの国々をはじめとする新興国では
急激な経済成長を成し遂げ、物質的豊かさや利便性を享受しつつある。 
同時にアジアの国々では人口構成、所得構成において異文化に敏感な感性
豊かな中間層が拡大し『心の豊かさ』を求めるようになっている  
 
 ・グローバリズムの中の「日本」という価値を高めるためには『心の豊かさ』 

 をもたらす日本文化をもっと活用すべき。 
・エコ活動など日本文化に根差した価値観が世界標準となれば経済の 
 新局面が広がる。 

日本の強みである、“ものづくり”を基軸とした「経済力」に“和魂和才”が育んだ
「文化力」を融合する「文化経済大国」という新たな道を目指す。そのために、
日本文化を世界に対して戦略的に発信、浸透させていくべき  

■文化経済大国実現の3つのアプローチ 
 アプローチ①：有形文化の購入を契機として日本流の生活様式を現地に受け入れてもらう  
 アプローチ②：無形文化（生活様式等）の共感を契機として日本流の生活様式を現地に受け入れてもらう  
 アプローチ③：これまで以上に洗練された高品質・高機能・高デザインな日本製品・サービスをつくり続け、使用してもらうことで 
          日本流の生活様式を現地に受け入れてもらう 
          システム化やパッケージ化など一体化と合わせて、メンテナンスやコンサルティングなどの幅を広げる 
     ⇒日本の“和魂和才“・”伝統・文化”を一方的な押し付けではなく、現代に適合させ普遍的なものとするべき 

 戦後日本は目覚しい高度経済成長を遂げ、“Japan as NO.1”とまで称賛されるなど経済大国として世界に大きな存在感を 
示してきたが、今日では国際的地位の低下が顕在化している。また、これまでグローバル経済を牽引してきた先進国の力に
陰り（大量生産・大量消費による経済成長モデルの限界）が見えはじめている。今こそ日本の凋落に歯止めをかけ、日本が
再び輝きを取り戻すための新たな道(新たな経済成長モデル）を探らなければならない。 
 我々は、ここにグローバリズムの中の日本という価値を高め、再び輝きを取り戻すために「文化経済大国」という新たな 
日本流の経済成長モデルを提言する。  

6-2.日本の風土、自然環境が育んだ「和魂」：精神性と行動様式 
6-3.磨き上げられた「和才」：擦り合わせによるものづくり力 
6-4.“和魂和才”が日本独自の製品やサービス、文化の創造を 
  行ってきた。 
  また、歴史的に物質的な豊かさだけでなく、『心の豊かさ』 
  も同時に求めてきたことにより、独自の文化が生まれた。 

２．凋落する日本（危機感）P4  

３. 新たな１０年への挑戦  P5 

４．東日本大震災で明らかになった誇れる日本 (再認識)  P6 

５．すでに世界から日本の素晴らしさは認められていた P8 

７．日本文化を日本再興に活かす新たな道～新日本流への挑戦～P13  

８．提言 P15 

６．世界に誇れる日本の強み P9  

１．はじめに（基本認識）P３  
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参考１：文化経済大国の概念図 P16  

参考3：日本文化と経済の関係(特徴的な日本流の生活様式) P20   

参考２：文化経済大国実現のアプローチ P19 
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【 参考 】   “和魂和才”による文化経済大国への道 ～新日本流で未来を拓く～ 

浸透 
無形文化の共感を契機に 

日本流の生活様式等を 

受け入れてもらう 

消費 
有形文化の購入を契機に 

日本流の生活様式を 

受け入れてもらう 
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 （漫画・アニメ、等）       
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満足感 （余計な費用がかからない（節約） 
    （新たな利益に転嫁することが出来る） 
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（限られたスペースを効率的に活用） 

満足感（スペースを有効に利用できる） 
便利さ（どこへでも持ち運ぶことができる） 

軽自動車、携帯電話、 
ビデオカメラ、 
パソコン、収納用品 など 

・節度 
・自戒 
・学習力 
・勤勉 

健康志向 

カロリーの低い食事（料理）をする 
気軽な運動をする 
栄養補給をする 
定期的に健康診断する 

安心感（病気が予防できる） 
   （早期に病気を治すことが出来る） 
満足感（長生きできる、いつも元気でいられる） 

健康食品（サプリメント等） 
健康器具 
（トレーニング機器等） 
調理器具、病院等 

・勤勉  ・正確 
・清潔  ・思いやり 
・おもてなし 

毎日買い物をする 
必要なものを必要な量だけ購入する 
（大型の格納スペースが不要） 
新鮮な食材を購入する 

満足感（鮮度が高い料理を食べることが出来る） 
   （多様な料理を食べることが出来る） 
便利さ（手間なく食材を得ることが出来る） 

コンビニ（24時間ストア） 
宅配サービス 

・清潔 
・勤勉 
・繊細 
・正確 

キレイ・掃除 
毎日掃除をする 
物を整理整頓する 
区画整理された都市 

心地よさ（清潔感、気分がよくなる） 
安心感 （必要なものが直ぐ見つかる） 
満足感 （スペースを有効に利用できる） 
便利さ （生活がしやすくなる） 

清掃機器 
収納用品 
収納・保管スペース 

・勤勉 
・正確 
・秩序 
・けじめ 

規則正しい 

時間に正確である（約束を守る） 
規則正しい生活をする 
（三食食事をとる、食後に歯を磨く、 
 毎日風呂に入る、等） 

安心感 （予定通り物事が進む） 
満足感 （食欲が満たされる、清潔でいられる） 
心地よさ（気分がよくなる） 

交通サービス（電車、バス等） 

・調和 
・秩序 
・器用 
・繊細 

自然鑑賞 
（庭園鑑賞） 

余暇に自宅の庭や日本庭園を鑑賞する 
（植木、盆栽、鯉など） 安らぎ（心が癒される） 造園、盆栽販売、鯉販売 

・思いやり 
・開発力 
・ものづくり力 
・創意工夫力 

簡単・手軽 簡単に、手軽に食事を取れるように 
する 

満足感 （食欲が満たされる） 
便利さ （生活がしやすくなる） 

インスタント食品 
レトルト食品 
冷凍食品 
 
 
 
 

・思いやり 
・献身 
・おもてなし 
・礼儀 

世話をする 
（接待） 

相手の満足を最大化するための 
気遣い、相手が求める前に、 
それ以上のものを木目細かに提供する 
（お茶を丁寧に出す、おしぼりをだす、 
 お土産を渡す、送迎する、 
 食べることが出来ない食材を除いた 
 メニューに変更する、声をかける等） 

満足感 （気分がよくなる） 
心地よさ（気分がよくなる） 
安らぎ （心が癒される） 

接客サービス 

・共助  ・互助   
・秩序  ・調和 
・協調  ・団結力 
・思いやり 

村社会 
（コミュニティ） 

困った時の助け合い 
（みんなで地域を見守る） 

安心感（困った時に助けてくれる（相互扶助）） 
   （地域の治安が保たれる（防犯）） 
安らぎ（心が癒される） 

ソーシャルビジネス 

① ② ③ 

・今回の提言では①、②に注目している。③については従来型の輸出戦略。 
・①、②についてはこれまであまり意識されておらず、戦略的な取り組みも弱い部分 
 ※クールジャパン戦略については、主にアニメ、漫画などのサブカルチャーが主体 

関西経済同友会 
調 査 企 画 部 会 


